RTHFEHAA: 2019718

EERBOA—<HP
EEEDBN

SEDA=a—

mrEYI X
OPVC News No.107 5% #1T
BIELEZ LERBXEBES
WiEE
OHIH>TESTHMLHELNATYDE @
MRS TAHIVTNDRI V=Y F —B
WiREEET

BrEYIR

OPVC News No.107 B H1T

1B E = LIREXEIRES (JPEC) &7 A 12 BIZ PVC News No.107 S &fTLEL
o SEDEHEIL T8M (BIR)] AT—YTY, BETHZTHIERIMTEZ 2HUZIC
ZiH L TULV=f=%, 3 &Hi(IZ VEC TiLb EIff- [ZEB/IZEH ORI EE 255 OV
AHE. AEMREE LTRY FEH-/MEF [ZEB DEBRD-HIZ~BERICLDHIEIRIL
-l - BREEENREORER] ITDOVWTECE > TV EEE L,

SEDHNARIZUTDREY,
Of%  B#M (BIx)
#HEEA( VA E1— : ZEB/ZEH EEDRIE MEELRRICHED I &)
BERIIVBEBVERORKICE L%
LAR—Fk1: F£5THTADEE, MLIXIL IZR 5 BEEDOREINER
LAR—Fk2 : EIR -4 CO2NEFICHERYMED.
JARBFELSE XMMmECLAEREZV 2 —
LiR— b 3: ERBEBERVDET. 8FdF—=2F~DM

OHA T ILDEREGH, L
BEE) AU ILDBREN b~ LY/ LFDOBE

OA VT4 A= a1
#AT BRI TOILTU D PG ETEORES

OA 74— 3a322
REBHEER, BEEEX ) @EHRICI 21—

BREBONE OV TUTISBEERNLET,
LK— b1 Tl #IEEEFETTUOBMILIXL 0 L. BHAEONSBROIE
HOVTRALTVET, AHOBEBRUTILIHIEE O\ TU v KE) OHER
2018 127 BI%BZ. LERMEHELTLFT.


http://www.pvc.or.jp/index/index80.html

LR—F2TIE, HIF - E CO:DEFICHMYBATLLIRFRDOXMMEEC £ sER
U —ZBM L IERRICHERERAT AR EA T A~DIBEANELREEDME
E-EEYCO ABEX 014 FE) | ITEESN, TORREBALTVET,

LR—F3TIE, & M#<AE] ELTERZEDTWVWEIBERA—= 2% L
FBX TUNIVER)ERM L, A== OHEEILBRRITE T THL, ERYPRICKSPET
FHRBEFINTNDE L, FEXUED Y v 2 —R)D S A 74 VIREBIHKE RO
YA DOWTHBEALTULET,

YAV ILDEGETE, BEEV A VIILEFHITTLSIER) LY L/ EFEERL. 4t
BED) YA VIV Eh CHRFTBEPCRADER Y BAHZDVWTEAMLTUVET,

AVITAA—= 31T, I—F VT TAIIWVLBEBE T4 ILLZFRHITTWNS) Y
TYIMR)ZFEIM LT, REDEMERDOEFRICOVTHENLTLET,

A7+ *—2 3V 2 TR ERREZDILEEHZRBES (RER) OHEEROBREEHR)
REMRZIM L, REORYBEAPCREBDFEHICOLVTHEBALTVEY,

CHEFEFLEINDAG. TRA—ILTRLRET, #ft5% - TEL - HFERH L EE
TEBT SN,
info@vec.gr.jp

OH-TEFSTHLEWOFYDE @
BRXEMTAHYTNIRIY)=wYy F —B

iz L. BTAVTNDRI) =9 IDFE —Bt (FzLWohTHE) EBRLET, ¥
#HIE1974FICHRIALI-o0T7 ) DAREH, TRITOATYENVECDA—ILI A
VICERTDHIARE ] EVWSERYDENBECATEES TTH., XFAR—XDMEES
HYFETDT, CEEKDHBAIELVEC SADKR—LR—=DFED TA—LIAHD V] EW
SXFEESYYHIITENT, 20194582 3AREOOMBH IN-/N\v I F 1 —%
CEIEIT=5FNTY - GF)

TIEFET. HEF AT UEEZRELTLD ! LS BEML -

MEAF, &N TOOF7Y) ) HEEFERT
r&a7)OWEELATKRY FEIREELBARE D1 ELEDNFETH. 1,000 I 1
. 10,000 HIZ1HDOLTr—REBDODNATWEAN, RFELSANS L2 WVET,
LALBARLE. ECICTHO7YEFTOFRIZERLTNEDT, ERIFMEEDNDEEHK
[CLE L THREREEISEVET, 2 45EOEI R BEAENBLELEREEENR
BTk, £E 3,000 HEOAREFEE ST VA LICEBLEHER, £25~2 9OFDAREEE
TIIHEERERIN20%T Lz, SHICT1HDHEERTT, CNHAEIOFLLEIZHEBE
2HICT1HOMERIZEDS ' EIBASAREOAELELG>LWVVET, FXD5~9FNDK
EEETH5%TINL 20T 14, SO7DEEHEZREELEONSA.



mailto:info@vec.gr.jp
http://www.vec.gr.jp/mag/mag_644.pdf

(ZF=-LTCZDHERXIL T —RED RKFH LSO VUBERER
TL&ID . - - 20
EHDIZHBEFVOAN L OTEE (%)
[TE->TLES & THlAFICHLT
WEEONSNDIAIEETVVELCAE p—
YFELf, o TZAKIYOTY 10f-----------f - - - - - -
HWEICE->TLEL=DT., BED
KEDITTH.] EFEZFRLTL
3 DTIH. THORBHALEE

EFHLEMLL, DFHL ZAREIC 5~OfF 10~14%F 15~10fF 20~244F 25~294F
Hot=AlE 1 ] £V =D RGEHE BABSEEASFF > AEREEBEHSAN
FEBNTERERL. BROSS5 FRUEEEZENNER SEAERTHS

(22a7JERREI #EbHhoETL
FIAMFELEAEITEST-DTT, 07 BRSO BAY QETIL, #ExtIZERERIC
REWT! | HETRAOROIZE S FAEDET, AEFWULEAL CALGRBHEBEZIRZ S
Bt LelvELT,
RKTHNIE—BEARATTN., >O7JOHEFEXON LA TFAFEARICEHYIZ< W ULE
HYZEW, O7YDHEELZAT, ZOBY TEREFHLEVZEELE VL1 EEHST
WABEDHETRIEFEFIZOT VEREZIT > TV, BATENEBIZHAIDIE,
ABENRREZOMNE LUERA,

H5—FE, F~KBERELT

BIIEEERT. ELCEONFETH, MBLFESICTERASELLERVET, HlIZIE, &
DB EICRRICITCE. BLLWSAPBEH AN IS CALBEZEAETE L.
TZOBY FEIF. —mENEMHE Tl J [ CZIEBEIEDITTTE-IMGAIE L]
LRIDIFERX, BOBMHENKRESN>-ZESTT ., STHRIICHDHDAIIIEEDE
BlE3. 9% T2E—!'FBERIE NIDOEL LE-TWVWSELSTTH, TIIIHELTLY
EoTWET,

JI#E, PR, JBF0. EE. o, RE. NIE. FE. &Il J\E. ---

F1-. KIZEDDHDEFILHLIZZFHLATWET,

E. A BB F.OE. H.ORE. R AL EE--

—A. FE., ZWICHS E TCZOBRIEE,. BARE ARkl HATEET.

BE. {TH. ¥HA. 2H, FH, =H, 1A, AR, K@, FEE. FIIA, LZ@---
E. BALHDF S EMNZ NS EH---

RARIOMEIISERERRHOEELRRDIFIC, B, BoM,. BAXZEEDI
T, FEMZEYHLEL-, STIZATHLHVWEMTT A, HBMIZENIEKNEE
YUg <, BFEYDPT LT BYDTLLH---, ZR(EOT7VICE>THIFREG T
LEZAFET,

B(Z, UEOHEAMKET YW TEZLITZ. EVWSEKRTOHAIL,

R, B, B2, B, WA, WK, W%, e, WwEW---

25382 TLBE, FUNBWTTFHESR- )

CCTHY EIF-F0tE0 LT 4o a7 Y DWEIZES . EWLVSRTIHAL .
TARBERELEVDOTTL, JLIFALEREEZTOTVSEADMELGCDERTT, £
NoXWBEDEHIZHEFTVDESE, EYHATIEIFHARIBFICELEZHLEAN
&EESTY,




IFRFRALEIO a7y ) »5%

STIEYO7 YRHKREEFOERANERTIA., TROBEROEYFTL OT 1) BEFRE
BN HHIRTELLEC. HABXRADOEXEDOHMEDOHMT LIz, #HOKRTTH  hAIZE
L=, GATRVWHESHY FEAN? FHALBLEHE. LOSVADEERF, KTEE<
LTRBLICEEZESE, AREIDMICRAZECETARELIOEMZENRT 7L,
EHzZEHT LLRETEDIREREYE/ALLFEL-, FRORITEEORENER
Llowl ikl i

: .

HEOBERE KREEXA
TREFE, BYONZHBE M L, ZEOKSEFLTHEHL T, a7 VEHEETED
HENBL T, FENMETHLBELEVFELGEEICLTWV:=DOTLE, JETORRS
ICLTEHEEREBEFICENME SEEL. BEVYDKIZ T ZENTHEL, FREZE
TN ZMYHLTEBRETELLS3GIREL, #ATEDOARICIEZOT ) AERDL
Ho-ODTLT=,

XEADFIZE. MEOHLGELFFTE L=, THEHKD TEFTOHE] OBpciory
WEEHEDD, EFLAFL TV =DEERRETICIIVONFEREA K1,

REDOEEDEMRERY EKT

BiRKE®RE
PVC Award 2019~#7 L L\Ef{X % Create 95 PVC & fi~| Z#WREREL TLVET,
EEHMIE. 6 A1 B85 510 A31 BET, SEIE. PVCHAF>TULSENEZHFRELZED
LEBEAHIBEREZTELTVET, MRIIMENSEEETRLEL .. BRIEEFELT
WOHREREBBEELTVWET, E-oTRELTIEEL,
FELL<IE, web & TS 2 &Ly, http://pvc-award.com/

(PVC Award E£7#%RH)

HLLEBOFPR R w/—
[E7*a-7] COLOR

DoorlCube, PCCELL



http://pvc-award.com/

WEEEY>H

@A — LA NG F IN—
Q@A — LT HD B

Q@A — LI HD R

KERA—IIAO U EOXE - ERFOEMGR - BHEZILLET,

@ VINYL ENVIRONMENTAL COUNCIL
L
o
EEIR - - RERS

W REE PR X E 1-4-1
B TEL 03-3297-5601 BFAX 03-3297-5783
BURL http://www.vec.grjp  EME-MAIL info@vec.gr.jp



http://www.vec.gr.jp/mailmag.html
http://fofa.jp/vec/a.p/105/
http://fofa.jp/vec/b.p/105/
http://www.vec.gr.jp/
mailto:info@vec.gr.jp

	■トピックス
	◇PVC News No.107号を発行
	塩化ビニル環境対策協議会
	■随想
	◇知ってそうで知らないシロアリの話　②
	株式会社テオリアハウスクリニック　平　一暁
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	◇PVC News No.107号を発行
	　塩化ビニル環境対策協議会（JPEC）は7月12日にPVC News No.107号を発行しました。今号の特集は「建材（省エネ）」がテーマです。巻頭では芝浦工業大学秋元孝之教授に登場していただき、3年前にVECで立ち上げた「ZEB/ZEHの実現を考える会」の取り組みと、研究成果として取りまとめた小冊子「ZEBの実現のために～樹脂窓による省エネルギーと快適・健康な室内環境の実現」について熱く語っていただきました。
	今号の内容は以下の通り。
	〇特集：建材（省エネ）
	巻頭インタビュー：ZEB/ZEH進展の鍵は「標準仕様になること」
	窓業界はより良い製品の開発に努力を
	レポート１：まるでガラスの壁。㈱LIXILに見る窓断熱の最先端事情
	レポート２：省エネ・省CO2の実現に取り組む、
	JA長野厚生連 浅間南麓こもろ医療センター
	　　　レポート 3：遮熱＆健康効果で、高まるオーニングへの評価
	〇リサイクルの現場から
	塩ビ管リサイクルの現場から〜㈱ムサシノ化学の挑戦
	〇インフォメーション１
	　　　進化する粘着技術。デジタルプリント壁紙など注目の製品も
	〇インフォメーション２
	  　　東ビ商新理事長、福榮産業（株）福澤社長にインタビュー
	　掲載記事の内容について以下に概要を紹介します。
	レポート１では、樹脂窓を手掛けている(株)LIXILを取材し、高断熱窓の製品開発の取組みについて紹介しています。同社の樹脂窓及びアルミ樹脂窓（ハイブリッド窓）の比率は2018年に7割を超え、全国展開を推進しています。
	　
	　レポート２では、省エネ・省CO2の実現に取り組んでいる長野県の浅間南麓こもろ医療センターを取材し、新装病棟に樹脂窓を採用するなど省エネへの取組みが国土交通省の「住宅・建築物CO2先導事業（2014年度）」に選定され、その成果を紹介しています。
	　レポート３では、最近「動く日陰」として注目を集めている移動式オーニングを開発したBXテンパル(株)を取材し、オーニングの機能は日除けだけでなく、遮熱効果による省エネ効果も期待されていること、また文化シャッター(株)のライフイン環境防災研究所の取り組みについて紹介しています。
	リサイクルの現場では、塩ビ管リサイクルを手掛けている(株)ムサシノ化学を訪問し、北海道のリサイクルをめぐる最新動向や同社の取り組みについて紹介しています。
	  インフォメーション１では、マーキングフィルムなど塩ビフィルムを手掛けているリンテック(株)を取材して、最近の建材製品の動向について紹介しています。
	インフォメーション２では、東京ビニル商業協同組合（東ビ商）の新理事長の福榮産業(株)福澤社長を取材し、同社の取り組みや東ビ商の活動について紹介しています。
	　
	ご講読を希望される方は、下記メールアドレスまで、送付先・ＴＥＬ・希望部数などをご連絡下さい。
	info@vec.gr.jp
	◇知ってそうで知らないシロアリの話　②
	株式会社テオリアハウスクリニック　平　一暁
	　わたくし、㈱テオリアハウスクリニックの平　一暁（たいらかずあき）と申します。弊社は１９７４年に設立したシロアリの防除会社。「何でシロアリ屋がVECのメールマガジンに寄稿するんだ！」というお叱りの声が聞こえてきそうですが、文字スペースの問題もありますので、ご興味のある方はVECさんのホームページ右上の「メールマガジン」という文字をクリック頂いて、２０１９年５月２３日配信の①が掲載されたバックナンバーをご覧頂けたら幸いです･･･（汗）
	ではまず、世間はシロアリ被害を誤解している！というお話から･･･
	都会人は、とかく「シロアリ」被害を隠す
	　「シロアリの被害なんてホントは稀な事なんだろ。」とよく言われますが、1,000件に１件、10,000件に１件のレアケースと思われている方が、実はたくさんいらっしゃいます。しかし日本全国、どこにでもシロアリは土の中に生息しているので、実際は住宅の築年数に比例して被害発生率は高まります。平成２４年度の国土交通省補助事業全国木造住宅調査では、全国3,000棟の木造住宅をランダムに点検した結果、築２５～２９年の木造住宅では被害発生率は約２０％でした。５件に１件の確率です。これが築３０年以上になると２件に１件の確率になる！と唱える研究者の方もいらっしゃいます。築浅の５～９年の木造住宅でも５％ですから２０件に１件･･･。シロアリの住宅被害を稀な事と言われる方、
	はたしてこの確率はレアケースなのでしょうか・・・。
	都心にお住まいの方がシロアリ被害に遭ってしまうと、ご近所に対して被害を口外される方はまずいなくなりました。昔なら「こんなシロアリ被害に遭ってしまったので、お宅も気をつけてね。」と注意を促していたものですが、「あの家があんな被害を出したから、ウチもこんな事になったんだ！」といった後の風評被害を恐れて事実を隠し、暗黙のうちにシロアリ駆除施工を終わらせてしまう方がほとんどになったのです。「シロアリ防除会社の社名入りの車では、絶対に駆除に来ないで！」被害でボロボロになった柱の横で、泣き叫びながらこんな無理難題を訴える奥様もいらっしゃいました。
	火災であれば一目瞭然ですが、シロアリの被害は口外しなければ周囲には判りにくいし伝わり辛い。「シロアリの被害なんて、この辺りでは見た事も聞いた事もないよ！」と言っているお宅の隣で実は半年前にシロアリ駆除を行っていた、なんて事が普通にあるのは、こんな事が原因なのかもしれません。
	もう一度、よ～く地名を見直して
	　名は体を表す、とよく言われますが、地名もまさに言える話だと思います。例えば、最近話題の埼玉に点検に行くと、おじいさんやおばあさんからよくこんなお話を聞きました。「この辺りは昔は、一面が湿地帯でね･･･。」「ここは沼を埋め立ててできた土地なんだよ。」以前の埼玉県は、沼や湿地帯が大変多かったそうです。今でも県土に占める河川面積の割合は３．９％で全国一！埼玉県は「川の国」、と謳っているようですが、それは地名でも物語っています。
	　川越、所沢、浦和、朝霞、川口、見沼、川島、妻沼、桶川、八潮、･･･
	また、水にまつわる漢字も地名に多く使われています。
	　窪、谷、島、崎、岸、瀬、井、波、浜、泉、河、清、渡･･･
	一方、千葉、茨城になると「この辺は昔、田んぼだったんだよ。」なんて話で、
	　成田、行田、新田、辺田、平田、幸田、前田、角田、武田、伊保田、下川田、上沼田･･･
	と、なんと田の付く地名が多いことか･･･
	　東京周辺の地域は高度経済成長期の住宅不足の折に、湿地帯、沼や池、田んぼを埋め立て、住宅地を作り出しました。今でこそ何でもない宅地ですが、地形的に見れば水が集まりやすく、溜まりやすくて、湿りやすい土地･･･。それはシロアリにとっても好環境な土地と言えます。
	　更に、山間の雑木林を切り開いて宅地を広げた、という意味での地名は、
	　東松山、狭山、毛呂山、鳩山、山田、山木、山崎、山倉、山王山･･･
	　こうなってくると、キリがないですけどネ･･･（汗）
	　ここで取り上げた字や地名の土地で、絶対にシロアリの被害に遭う、という訳ではなく、そんな学説も無いのですが、コレは日々点検を行っている我々の何となくの実感です。それっぽい地名の土地にお住まいの皆さま、とりあえずは予防対策は特に万全を期した方がよさそうです。
	江戸時代以前の「シロアリ」対策
	　今でこそシロアリ対策は薬剤の使用が主流ですが、古来の日本の建物はシロアリ駆除薬剤がある訳でもなく、我々日本人の先祖の知恵の賜物でした。神社の床下でかくれんぼをした、なんて思い出はありませんか？寺社仏閣やお城、位の高い人の住居は、床下を高くして風通しに重きを置き、木束と土の間に束石を置く事で木と土の接触を遮断するなど、薬剤を使わずとも対応できる木造建築物を編み出しました。庶民の家は平屋の長屋が主流で風呂は無く、建物の外に共同トイレ。玄関や水場は土むき出しで、シロアリ被害は極力発見が容易で、被害が出ても修繕し易い手軽な構造にしていたのでした。別建ての風呂場にしても床部を宙に浮かせる構造や、石造りの床に「すのこ」を置いて対応し、使用後は「すのこ」を取り出して乾燥できるような工夫をし、絶えず頭の片隅にはシロアリ対策があったのでした。
	文明の利器、科学の力などとはまた違った、ご先祖様の「生活の知恵」の賜物でシロアリ被害を防ぎつつ、上手く共存していたのだと痛感せずにはいられませんよね。
	　「PVC Award 2019～新しい時代をCreateするPVC製品～」を現在開催しています。募集期間は、6月1日から10月31日まで。今回は、PVCが持っている優れた特長を活かした魅力ある商品を募集しています。対象は軟質から硬質まで幅広く、商品化を予定している試作品も募集しています。奮って応募してください。
	詳しくは、webをご参照ください。http://pvc-award.com/
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